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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

マメ科緑肥作物のへアリーベッチの秋播きに加えて、春播きのすき込み適期やすき込み程度を

把握しておくことは、品目に応じて計画的に土づくりを進める上で重要である。そこで、ヘアリ

ーベッチの春播き（3 月中旬）を行ったところ、すき込み適期は 6 月中旬（秋播き（前年 10 月

下旬）は 5 月上旬）であり、炭素・窒素供給量は秋播きの 4 割程度であった。 

                                                                                                        

（１） 地力の低い保全管理農地において、ヘアリーベッチ 10a 当たり 5kg を 2021 年 10 月 29 日

（秋播き［寒太郎］）、2022 年 3 月 18 日（春播き［藤えもん］）に播種した。 

（２） 草丈は、秋播きでは 5 月 9 日に頭打ちとなり、生体重も最大であった（図 1、2）。春播き

では 6 月 20 日に調査期間内で最長に達したが、生体重は秋播きの 4 割程度であった（図

1、2）。 

（３） 秋播きでは 5 月 10 日に炭素供給量（234.1g/m²）、窒素供給量（20.2g/m²）ともに最大と

なった。春播きでは調査期間最終日の 6 月 20 日に炭素供給量（106.0g/m²）、窒素供給量

（7.6g/m²）ともに最大であったが、秋播きの 4 割程度であった（図 3、4）。 

 

２ 期待される効果 

（１） へアリーベッチの播種時期に応じた施肥設計や作業計画が立てやすくなる。 

 

３ 活用上の留意点 

（１） 秋播きに比べ春播きは炭素・窒素供給量が少ないことを考慮して施肥設計する。 

（２） 秋播きでは 5 月 9 日、春播きでは 6 月 20 日に下位葉が黄化し始めていたため以後の生長

は期待できず、すき込みの目安は、ヘアリーベッチの雑草化を防ぐためにも下位葉黄化初

期・開花初期（種子生産前）が望ましい。 

（３） 種代 ヘアリーベッチ 品種：藤えもん・寒太郎 各々約 6,000 円/10a  
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図４ 時期別の窒素供給量
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Ⅱ 具体的データ等 
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図３ 時期別の炭素供給量
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図２ 時期別の緑肥作物生体重
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図１ 草丈の推移

秋播き 春播き

（注）エラーバーは標準偏差を示す。 
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